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黒毛和種去勢肥育牛の肥育中期におけるビタミンＡ投与量に応じたビタミン A欠乏時期の推定

方法 

［要約］肥育中期の黒毛和種去勢肥育牛について、欠乏が懸念される血清中ビタミンＡ濃度

30IU/dl に低下した時点でビタミンＡ剤を経口投与すると、再び 30IU/dl に低下するまでの日数

は（投与単位÷1 万 IU）で推定できる。 
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［背景・ねらい］ 

黒毛和種肥育経営では、脂肪交雑等級の向上を図るためにビタミンＡの制限給与が一般的に

行われている。しかし、肉質を考慮した肥育牛の１日当たりのビタミンＡ要求量に明確な指標がな

く、ビタミンＡの適切な制御ができないことが上物率向上の課題となっている。 

そこで、ビタミンＡの投与量と血清中濃度の推移から、投与量に応じた一定濃度以上の保持日

数や見かけのビタミンＡ消費量を解明し、次回欠乏時期の推定方法及び投与量のめやすを提案

する。 

［内容］ 

１ 肥育中期の黒毛和種去勢牛について欠乏が懸念される血清中ビタミンＡ濃度 30IU/dl に低下

した時点でビタミンＡ剤を経口投与すると、再び 30IU/dl に低下するまでの日数(保持日数)は、

20 万 IU､50 万 IU、100 万 IU 投与で、それぞれ 22 日、50 日、97 日となる（図１、図２、図３）。 

２ ビタミンＡ投与量と保持日数との間には、高い相関があり（図４）、（投与単位÷1 万 IU）で次回

の欠乏時期が推定可能である。 

［導入効果］ 

ビタミン A 欠乏による肉質低下を防止できる。 

［導入対象］ 

血清中ビタミン A 濃度の測定を行う黒毛和種去勢肥育経営 

［留意点］ 

１ この成果は、血液検査後にビタミンＡ欠乏が懸念される黒毛和種去勢肥育牛に対し、ビタミン

Ａ剤を投与した場合の保持日数から推定された見かけの消費量であり、未投与牛の血清中ビタ

ミンＡ濃度の保持日数や消費量を推定するものではない。 

２ この成果は、気高系の「安茂勝」産子の黒毛和種去勢肥育牛 12 頭を用い、生後 18～23 か月

齢(体重 542～772kg)の間に、ビタミンＡを含まない飼料を給与し、11 月から３月までの冬季に飼

養した条件下で得られたデータであり、めやすとして利用する。 

３ ビタミンＡが添加された配合飼料の場合は、１日当たりビタミンＡ摂取量を考慮する必要がある｡ 

４ この成果で投与したビタミンＡ剤はX社の経口ビタミンＡＤ３Ｅ剤(ビタミンＡ 25,000IU/ml、ビタミ

ンＤ３ 12,500IU/ml、ビタミンＥ 37.5IU/ml)である。 

  



［具体的データ］ 

 
 

［その他］ 

研究課題名：酪農・肉用牛経営の収益向上に結びつく生産性向上基盤技術開発 

予 算 区 分：県単経常 

研 究 期 間：平成 27～29 年度 

発表論文等：なし 

y = -18.01ln(x) + 84.907
R² = 0.7908
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図１ VA20万IU投与後の血清中VA濃度の推移

y = -21.71ln(x) + 114.27
R² = 0.8527
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図２ VA50万IU投与後の血清中VA濃度の推移

y = -22.64ln(x) + 133.34
R² = 0.8447

0

30

60

90

120

150

180

0 20 40 60 80 100

血
清
中
V
A
濃
度
（
IU
/
dl
）

投与後日数

図３ VA100万IU投与後の血清中VA濃度の推移

y = 0.9782x
R² = 0.9974
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図４ VA剤投与量と投与時血清中VA濃度の保持日数との関係
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